R4学生用

広大スタンダード（規準５）に関するルーブリックおよび自己評価シート＜教科：地理歴史＞
＜レベル評価のためのルーブリック＞
【対応する科目のGPA計算】
　秀の単位数（　 ）×４＋優の単位数（　 ）×３＋良の単位数（ 　）×２＋可の単位数（　 ）×１×100
総登録単位数（　 ）×４
	規準５：生徒を理解し，信頼的な関係を築いて指導することができる。

	レベル１
	レベル２
	レベル３
	目指す教師像

	生徒と信頼的な関係を築くことは難しいが，生徒の興味や関心に対する知識を持っている。
	生徒と信頼的な関係を築いて指導することがある程度できる。
	生徒と信頼的な関係を築いて指導することが概ねできる。
	教師らしい態度で自信を持って教育活動を行うなど，生徒と信頼的な関係を築いて指導することができる。

	●以下の(1) (2) の
いずれかを満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　2以上
(2) 中・高等学校教育実習が終わっている場合，実習録の「生徒指導に関する観察録」の記述
・生徒を理解し，生徒との信頼性を築くための教師の行動について述べている。

	●以下の(1) (2) の
いずれかを満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　6で
GPA 50以上
(2) 中・高等学校教育実習が終わっている場合，実習録の「生徒指導に関する観察録」の記述

・生徒を理解し，生徒との信頼性を築くための教師の工夫をある程度読みとっている。
・教師の行動の改善方法を指摘している。

	●以下の(1) (2) の
両方を満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　6で
GPA 50以上
(2) 中・高等学校教育実習が終わっている場合，実習録の「生徒指導に関する観察録」の記述
・生徒を理解し，生徒との信頼性を築くための教師の工夫を的確に読みとっている。
・教師の行動の改善方法を指摘しており，その方法が実践に適用できるものである。
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	３
	


	成果　（これまでの学習成果や取り組みについて具体的に記入してください。）

	


	課題と今後の展望　（自分にとって課題と思われること，その課題を解決してさらなる向上を目指すために今後取り組んでいきたいことを具体的に記入してください。）

	


※対応する科目


「生徒・進路指導論」


「児童・青年期発達論」


「教育相談」


「特別支援教育」








